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１．はじめに 

１．小説の人気度 
Needs Analysis質問紙での読みたいと思うリーデイング
教材の調査. 

R大学理系学部４５９名    

雑誌の記事（５７％），小説（５５％） 

D大学文系学部２３５名 

雑誌の記事（７５％），小説（６７％） 

D女子大学文系理系学部２０５名 

小説（８１％），雑誌の記事（８０％）   



２．文学作品の教養を深めるうえでの貢献度 

薬袋・森永(2009)『名文で養う英語精読力』と斎藤・中
村(2009)『文学で学ぶ英語リーディング』を使用したク
ラスでの調査. 

 

１．「文学作品が教養を高める上で効果のある教材か 

        どうか」 

２．「文学作品を大学で教える意義があるかどうか」 

 



１の質問に対して受講生８７名中２０名が「強くそう思
う」と答え、５８名が「そう思う」と回答した. 

９割近い学生が文学作品を教養を高める上で効果の
教材であると考えている. 

 

２の質問に対しては１９名が「強くそう思う」と答え、５２
名が「そう思う」と回答した. 

８割弱の大学の英語の授業で文学作品を教えること
が意義のあることだと認めていることが判明した. 

 



３．文学作品の英語力向上の効果 

Vocabulary Levels Test, Standard Grammar Test of the 
7th version, C-testの３種類のテストを使用して受講生

の語彙力、文法力、全般的な英語力の増減を調査し
た.  

上記３種類のテストを１週目と１４または１５週目の 

授業で参加者８０名に対し実施した. 



１．Vocabulary Levels Test 

平均で４０９語の語彙数の増加がみられた. 

 

２．Standard Grammar Test of the 7th version 

６０点満点のテストで平均１点の伸びがみられた. 

 

３．C-test 

１００点満点のテストで平均６点の伸びがみられた. 



２．映画Dead Poets Societyについて 
 

学生の映画に対する反応 

２０１０〜２０１２年の３年間、３つの大学で映画Dead 
Poets Societyを視聴させて、１０点満点のレーティング
をおこなわせた. 

１．２０１０年度の映画に対する評価 

R大学の２クラス受講生４３名の平均点８．８点 

D大学の２クラス受講生４８名の平均点８．６点 

D女子大学の受講生３５名のクラス平均８．１点 



２．２０１１年度の映画に対する評価 

R大学の受講生１６名の平均点８．８点 

D大学の２クラス受講生８８名の平均点８．６点 

D女子大学の３クラス受講生１３５名の平均８．１点 

 

３．２０１２年度の映画に対する評価 

D大学の受講生３２名の平均点８．３点 

D女子大学の受講生４１名の平均８．３点 

 

 



毎年受講生は入れ替わるにもかかわらず、3つの大学

で平均して８点台の前半から後半の高評点を維持して
いるのは、この映画が学生にアピールする点が多いこ
との証左だと考えらる. 発表者自身この映画をとても

気に入った（最後のクライマックスのシーンでは、恥ず
かしながら、２回の視聴で１回の落涙）ので、この映画
の教材化を数社のテキスト出版社に持ち込んだが、配
給元がディズニーということで断念する. それでこの映

画のノベライズをリーディング教材として使用すること
になった. 

 



３．小説Dead Poets Societyについて 
 

この小説が学生のリーディング教材として適してい
る点. 

 

１．学園生活が背景となっているので、学生たちが感 

     情移入しやすい点. 

２．Keatingという独自の教育観をもつカリスマの教師 

     が登場する点. 

３．彼が学生に自分独自の思考法を持つよう鼓舞する 

      ために発するユニークな言葉が多く含まれている点. 

 



４．Keatingが国語の教師で好んで多くの英詩を引用す 

      るので、英詩入門の役割も果たしうる点. 

 

５．またこの小説はクリティカル・シンキングの土台とな 

  る複眼的思考を身に付ける上でも埤益するところ 

  大である. 

 

６．さらに課題レポートを英語で書かせ、それを英語でプレ 

  ゼンさせることでライティング力やスピーキング力の向 

  上にも資する. 

 



４．クラス目標 
 

１．テキストを速読及び精読することで読解力の伸長を目指す. 

     さらに「行間を読む」推測力の養成を目指す. 

２．小説中に多く引用される詩のいくつかを取り上げ、英詩の 

      特徴を解説することで、英詩鑑賞の基礎力を養うことも目標 

      とする. 

３．課題レポートを英文で書くことで、英作力を強化すると共に 

     課題レポートをパワーポイントを用いて発表することで、プレ 

    ゼンに必要とされるアイコンタクト等のphysical message, 効果 

    的なグラフの使用等のvisual message, プレゼンの組立に関す 

    るstory message等の基本的なスキルを身に付けることを目標 

    とする.  



５．授業計画 
 

１週目：イントロダクション（授業計画、授業方法 

              評価方法等の説明、学生からの質問の 

              回答）. 

２週目～３週目、５週目～10週目：各週で 

              Chapter を２つ読み進める. 

４週目：英詩入門 

11週目～12週目：ＤＶＤ視聴  

13週目～15週目：プレゼンテーション  



６．成績評価 

１．出席点（10％） 

２．指名された箇所の全文和訳及びそのサマリー 

  （20％）指名しておいた学生には担当部分のページの 

      要約と重要だと思われる箇所及び読解に苦労した箇所 

      を口頭で発表させる.（担当箇所の全訳は印刷したも 

     のを授業開始前に提出させる） 

３．課題レポート（20％） 

４．プレゼンテーション（20％） 

５．定期テスト（30％） 



７．具体的な指導実践例 
 

１．２回目の指導実践例 

  配布資料を参照 

 

２．４回目の指導実践例 

  配布資料を参照 

 

３．１３回目の指導実践例 

  配布資料を参照 

 



８．レポート課題 
 

参考のためレポート執筆要項及び課題内容を以下に掲載する. 
執筆要項 
１．全て英語で執筆すること。 
２．手書きではなく、必ずWordで書くこと。 
３．用紙はA4を使用し、シングルスペースで打つこと。 
４．Ａ４で最低２枚以上かくこと。 
５．表紙は付ける必要はないが、用紙に学部と名前を書くこと。 
６．授業時に担当者に直接提出すること。提出期限は定期テス 
  ト実施日とする。 

受講生の英語力から考えて英語での執筆が困難だと思われる
場合は、日本語での執筆を認めてもよい。その際は４をＡ４で３
枚以上と変更することが望ましい。 
 



課題１ 

Read the following quote by Professor Keating from the 
movie Dead Poets Society. What do you think it 
means? Explain. 

“We don’t read and write poetry because it’s cute. We 
read and write poetry because we are members of the 
human race. And the human race is filled with passion. 
And medicine, law, business, engineering, these are 
noble pursuits and necessary to sustain life. But poetry, 
beauty, romance, love, these are what we stay alive 
for.”  

 



課題２ 

Read the following quote by Professor Keating from the 
movie Dead Poets Society.  What do you think it 
means? Explain.  

“I stand upon my desk to remind myself that we must 
constantly look at things a different way. The world 
looks very different up here . . . Just when you think 
you know something you have to look at it in another 
way . . . When you read, don’t just consider what the 
author thinks, you must consider what you think.”  

 



課題３ 

In relation to Neil’s suicide, write a letter to one 
of the followings. 

a. the headmaster of the school  

b. Professor Keating  

c. the parents of the pupils  

 



課題４ 

Choose your favorite word in the movie and 
explain why you think it is very impressive or 
memorable. 

課題５ 

Rate the movie on a scale of 1 to 10 and write a 
brief comment. 

 



９．今後の課題 
 

以下の点に関しては改善すべきである. 

１．各週で２つのChapterを読み進めると、深い 

  内容の把握に無理が生じる場合があるので 

  省略すべき箇所の特定. 

２．詩を理解させるための更なる工夫. 

３．英語能力を測定するテキストの実施による 

  英語力の増減についての検証. 
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    ご清聴いただき有難うございます. 


